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あ い さ つ 

 

本展示会は今回で７７回目を迎えました。今年度も多くの方にご来場いただけるよう

土日の２日間で開催いたしました。科学研究物と創作品を併せて８８点展示し、昨年度

を越える３４６人の方にご来場いただき、誠にありがとうございました。 

今回も小中学生の皆さんが身の回りの不思議に目を向け、粘り強く調べ、考え、工夫

を重ねた作品が数多く寄せられました。中には興味がある事柄にこだわって研究を進め

る中で、研究の楽しさを感じたり、自身の興味をさらに深めたりしている作品もありま

した。 

ノーベル生理学・医学賞を受賞された坂口志文さんは、免疫の働きに興味をもち、長

年にわたる研究の中で、免疫が自分自身を攻撃するのを防ぐ「制御性 T細胞（Treg）」

を発見しました。免疫は本来「体を守る仕組み」ですが、働きすぎると逆に体を傷つけ

てしまうことがあります。この細胞は過度な免疫反応を抑える役割をもつ特別な T 細

胞で、この発見は、アレルギーや自己免疫疾患の治療法の開発に大きく貢献しています。

しかし、坂口さんの研究は当初、あまりにも型破りであったため、研究者仲間から十分

に評価されず、受け入れられるまでに時間を要したといいます。当時は「免疫を抑える

仕組みなど存在しない」と考えられていた時代だったからです。それでも坂口さんは、

自分の興味があることを大切にし、地道な実験と検証を積み重ねました。その姿勢が、

やがて世界の医学研究を大きく前進させる成果へとつながり、今回のノーベル賞受賞に

結びついたのです。 

本市では「主体的に考え行動する力を育む教育の推進」の一つとして、理数教育の充

実を図り、児童生徒が理科を学ぶ意義や楽しさを実感できるよう取り組んでいます。ま

た、基礎的・基本的な学習内容の確実な習得と、思考力・判断力・表現力などを育成す

るため、授業改善にも努めています。仮説や予想を立て、観察・実験を行い、その結果

を考察し表現する問題解決的な学習活動などを充実させ、自然の事物・現象を科学的に

探究するために必要な資質・能力の育成に力を入れているところです。本市のこどもた

ちにも坂口さんのように、自分の興味や考えを大切にしながら探究を深めていくことで、

自ら学びに向かう力を育んでほしいと願っています。 

最後になりましたが、本展示会の開催にあたり、こどもたちに適切なご助言や温かい

ご支援をいただきました各学校の先生方、並びにご家族の皆様に深く感謝申し上げます。

また、ご多用の中、審査にあたっていただきました審査委員の先生方、そして無償で会

場を提供してくださいました東海大学熊本キャンパス様に対しましても、厚くお礼申し

上げ、あいさつといたします。 

 

令和８年２月 

        熊本市教育長 遠藤 洋路 
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まえがき 

 

令和７年度「熊本市小・中学校科学展示物及び創作品展示会」は、今年度も学校法人東海大学

熊本キャンパスで行われ、開催期間中（10月 25日〔土〕～10月 26日〔日〕）、多数の参観者を迎

えることができました。 

 出品点数は、科学展示物 77点（小学校 70、中学校 7）、創作品 11点（小・中）になり、今年度

も数多くの出品をいただきました。これもひとえに出品に向けて協力してくださった先生方やご

家族の科学研究に対するご理解とご支援の賜物であると存じます。心よりお礼申し上げます。 

 さて、本展示会も 77回目を迎え、今年度も優秀な作品を多数出品していただきました。その優

秀な作品の中から選ばれた入賞作品を熊本市においては長年に渡り、「私たちの科学研究記録」に

収録し、こどもたちの貴重な研究の記録として蓄積し、こどもたちが研究に取り組む際の支援材

料として役立ててまいりました。本年度の「第 49 集」においては、出品された 88 点の作品の中

から、「特選（県科学展示会出品）」21 点及び「優賞（県科学展示会目録出品）」21 点の科学研究

物と、県発明工夫展に出品された５点の創作品の合計 47点の作品で編集しています。 

 令和７年９月に中央教育審議会教育課程部会教育課程企画特別部会が「論点整理」として、次

期学習指導要領の基本的な方向性について示しました。その中で、基盤となる考えの一つとして

「主体的・対話的で深い学びの実装」を掲げ、自らの人生を舵取りする力の育成や、多様で豊か

な可能性を開花させる教育の実現を図るためには、一人ひとりが初発の思考や行動を起こしたり、

好奇心を深堀したりする中で、学びを主体的に調整し、自身の豊かな人生やより良い社会につな

げていく「質の高い探求的な学び」の実現が不可欠と示しています。 

自由研究や創作などの科学研究を通して得られる成果は、単にこどもたちの知識を高めるだけ

でなく、問題解決能力や論理的思考力を向上させ、学びを主体的に調整する力を育成することに

もつながります。また、身近なところから「不思議だな」、「どうしてだろう」、「調べてみよう」と

いう自分の問いと意欲をもち、理科の見方・考え方を働かせながら、予想し、仮説を立て、実験

や観察を行い、その結果を分析して考察する過程は、科学的な探究の基礎・基本を学ぶ貴重な経

験にもなります。そして、自由研究は教室での学びを生かし、実際の生活や自然界に目を向け、

好奇心を更に高め、学びをより深めることができる絶好の機会にもなります。こうした自由研究

や創作などの科学研究への主体的な取組は、こどもたちの「質の高い探求的な学び」の実現にも

つながっていくと考えます。  

その考え方で本年度出品された作品を見ると、日常の身近なところから問題を見いだし、授業

での学びを生かしながら、探究を深める研究が数多く見られました。中には、解決のためにいく

つも条件を変えて多くの実験を行い、得られたたくさんの結果を比較しながら考察する研究や、

数年間継続して調査し続けている研究もあり、熊本市のこどもたちの科学研究に関する探究の高

まりを感じるとともに、その過程が「質の高い探求的な学び」の実現につながっていることを実

感することができました。 

  そのようなこどもたちの学びの足跡が記録されたこの「私たちの科学研究記録 第 49 集」が、

今後も熊本市の科学研究に活用され、理科教育の更なる発展に寄与することを期待しています。 

 

         令和８年２月 

              県立教育センター科学展研究協力校城西小学校長 濱崎 督之 

              熊本市小学校理科教育研究会       会長 木村 公一 

              熊本市中学校理科研究会         会長 堀川 貴史 
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令和７年（202５年度）熊本市小中学校科学研究物・創作品展示会 審査講評 

審査委員長 九州ルーテル学院大学 副学長/教授 坂本昌弥 

 

2025 年 10 月，日本に大変うれしいニュースが届きました。大阪大学フロンティア研究センターの坂

口志文特任教授が，ノーベル生理学・医学賞を受賞されたという報せです。坂口先生は，私たちの体

を守る「免疫」の働きを研究する第一線の科学者として知られています。免疫は，ばい菌やウイルスが体

に侵入したとき，これらを排除し健康を守る大切な仕組みです。しかし時には，この免疫の働きが行き

過ぎてしまい，自分自身の体を攻撃してしまう場合があります。坂口先生は，この暴走を抑え，免疫に

「ブレーキ」をかける役割をもつ細胞──「制御性 T 細胞」を発見し，その働きを世界で初めて明らかに

しました。 

この発見は，アレルギーや自己免疫疾患の治療だけでなく，がんの免疫療法にもつながる可能性を

持つ，医学の基盤を築く重要な成果として高く評価されました。こうした研究は，一朝一夕に生まれる

ものではありません。日々の小さな疑問を大切にし，興味を持ちながら長い時間をかけて研究を続けたこ

との積み重ねが，世界を変える発見へと結びついたのです。 

坂口先生は，受賞会見の中で未来を担う子どもたちへのメッセージとして，次のような言葉を残してい

ます。「世の中には本当におもしろいこと，興味をそそることがたくさんあります。興味を持ち続けて試みを

重ねることで，興味は磨かれ，より強くなっていきます。自分が好きなことを大切にし，それを続けることが

大切です。」 この言葉は，まさに，今回の展示会に作品を出した皆さんへの励ましとなるものです。 

本年度の展示会には，小学校から70点，中学校から7点，さらに創作品が11点，合計88点

の出品がありました。いずれの作品にも，身近な生活の中にある「小さな不思議」や「なぜだろう」という純

粋な疑問から研究が始まり，観察を重ね，仮説を立て，実験し，結果を考察するという一連の探究

の過程が丁寧に表現されていました。自分の力で調べ，確かめ，そして理解しようとする姿勢は，科学

者の第一歩と言えます。 

大切なのは，今回の研究で終わりにせず，興味を持ち続けることです。自分自身が納得するまで考

え，調べ，実験をくり返すことで，皆さんの興味や発想はさらに深く，洗練されていくことでしょう。そうし

た積み重ねが，私たちの「あたりまえ」を超える新しい発見や，新たな価値を生み出す原動力になります。 

私たちの住む熊本市には，金峰山，立田山，江津湖，白川，そして学校の校庭など，すぐ手の

届く場所に魅力的な研究資源が数多くあります。身近な自然へ足を運び，そこで見つけた不思議を大

切にしながら調査・研究を続けてほしいと思います。自然は，皆さんに新しい視点を教えてくれる，最高

の「先生」です。 

来年度も，皆さんの探究心あふれる作品に出会えることを心から楽しみにしています。これからも，と

もに学び，ともに挑戦し，科学の世界を広げていきましょう。 
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２ 熊本市小・中学校 科学研究物及び創作品展示会 出品状況・取組状況 

校種 学 年 
分 野  別 出  品 状  況 

合  計 
物 理 化 学 生 物 地 学 生 活 

小 
 
学 
 
校 

第１学年  １  １  ０  ０ ０   ２ 

第２学年  ２  ０  ２  ０ ０   ４ 

第３学年  ０  ０  ２  ０ ―   ２ 

第４学年  ２  ２  ４  １ ―   ９ 

第５学年  ４ １３  ６  ５ ―  ２８ 

第６学年  １  ６ １５  ３ ―  ２５ 

小  計 １０ ２２ ２９  ９ ０  ７０ 

中 

学 

校 

第１学年  ０  １  ３  ０ ―   ４ 

第２学年  ０  １  ２  ０ ―   ３ 

第３学年  ０  ０  ０  ０ ―   ０ 

小  計  ０  ２  ５  ０ ―   ７ 

科学研究物出品数 １０ ２４ ３４  ９ ０ 合計 ７７ 点 

創作品出品数 小学校 １１ 点 中学校 ０ 点 合計 １１ 点 

教師の総作品・自作教具 出品数 合計  ０ 点 

展示会 出 品 総 数 総計 ８８ 点 

    ※ 県科学展出品数（市特選） 

         小学校（ １９ 点） 

          中学校（   ２ 点） 

          合 計（ ２１ 点） 

    ※ 県発明工夫展出品数（市特選） 

         小学校（  ５ 点） 

          中学校（  ０ 点） 

          合 計（  ５ 点） 

※ 市科学展取組数 

   小学校（  ８，１６１ 点） 

   中学校（   ４，８２８ 点） 

   合 計（ １２，９８９ 点） 
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３ 熊本市小・中学校科学研究物及び創作品展示会 審査基準 
 

（１）審査全般の留意点 

① 児童・生徒の自発的・自主的研究によるものであること。 

② 児童・生徒の能力・発達段階にふさわしいものであること。 

③ 教師の指導・助言等、支援は必要であるが、児童･生徒が主体的に問題（課題）解決の過程を踏 

んでいる作品であること。 

④ 適切な野帳・実物等、必要最低限の資料が添えられ、児童･生徒の研究の跡が明確であること。 

 

（２）審査項目と審査の観点 

審査項目 ○審査の観点 

研究テーマ 

○研究テーマが児童・生徒の能力・発達段階にふさわしいものである。 

○研究テーマが読み手に興味を持たせるようなテーマである。 

○研究の着想が豊かである。 

研究の目的 

○研究の目的（「調べた理由」「研究のきっかけ」「研究の動機」等）がきちんと記載 

されている。 

○日常の疑問からテーマから設定したことや学習したことの延長でテーマを設定し 

たこと等が記載されている。 

研究の方法 

○研究の方法や使用した器具・装置が適切で、簡明にまとめて示している。 

○研究の目的を明確に把握し、研究の目的で示した疑問を解決するための観察、実験 

方法である。（※問題（課題）解決の整合性） 

○問題（課題）解決にせまるため、継続的な観察、様々な視点からの実験がなされて 

いる。 

結果 

○児童･生徒がよく努力・工夫し、しっかり確認した結果になっている。 

○目的の各項目に対する成果が、特色のある傾向を示す代表的な図・表・グラフや写真、

実物などと関連づけて示されている。 

考察とまとめ 

○研究に基づいて知ることのできた事柄がよくまとめられているか。 

○その研究で得られた成果や結論をまとめているか。 

その他 

○児童・生徒の自発的・自主的研究によるものであること。 

○教師の指導・助言等、支援は必要であるが、児童･生徒が主体的に研究の目的、方法、

結果、分かったこと（考察）などの問題（課題）解決の過程を踏んでいる作品であ

ること。 

○適切な野帳・実物等、必要最低限の資料が添えられ児童･生徒の研究の跡が明確であ

ること。 

 



４　県科学研究物及び発明工夫展示会 ～出品状況～

（１）小学校
学校
番号

学校名 昭和の
入賞計

平成元年
～15年入
賞計

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

1 壷川 4 1 ○ ○ ○ ○ ⑩ ○ ○ ○ ○

2 碩台 6 10 ○ ○

3 白川 12 4 ○ ○ ○ ⑳ ○ ○ ○ ○ ㉕ ○

4 城東 8 1 ⑩ ○

5 慶徳 8 2 ○ ○ ○ ○ ⑮

6 一新 15 1 ○ ○ ○ ⑳ ○

7 五福 22 2 ㉕ ○ ○ ○ ○ ㉚ ○ ○ ○ ○ ㉟ ○

8 向山 11 5 ○ ○ ○

9 黒髪 12 3 ○ ○ ○ ○ ⑳ ○ ○ ○ ○ ㉕

10 大江 7 1 ○ ⑩ ○ ○ ○ ○ ⑮ ○ ○ ○ ○ ⑳

11 本荘 6 0

12 春竹 8 6 ⑮ ○

13 古町 12 4 ○ ○ ○ ⑳ ○ ○

14 春日 4 2 ○ ○ ○

15 城西 8 2 ○ ○ ○ ○

16 花園 11 3 ⑮ ○ ○ ○ ○ ⑳

17 池田 3 9 ○ ○ ⑮ ○

18 出水 12 5 ○ ○ ⑳ ○ ○ ○ ○ ㉕ ○ ○ ○ ○ ㉚ ○ ○ ○

19 白坪 3 2 ○ ○ ○ ○ ⑩

20 画図 6 3 ⑩ ○ ○ ○ ○ ⑮

21 砂取 12 4 ○ ○ ○ ⑳ ○ ○ ○ ○ ㉕ ○ ○ ○ ○ ㉚

22 健軍 6 7 ○ ⑮ ○ ○ ○ ○ ⑳ ○

23 清水 11 5 ○ ○ ○ ⑳ ○ ○ ○ ○ ㉕ ○ ○ ○ 〇 ㉚ ○ ○

24 日吉 13 9 ○ ○ ㉕ ○ ○ 〇 〇 ㉚ ○

25 川尻 13 2 ○ ○ ○ ○ ⑳ ○

26 力合 8 0 ○ ⑩ ○ ○ ○ ○ ⑮ ○ ○ ○

27 御幸 3 3 ○ ○ ○ ⑩

28 田迎 6 1 ○ ○ ⑩ ○ ○ ○ ○ ⑮

29 高橋 3 1 ⑤ ○ ○ ○

30 池上 7 0 ○ ○ ⑩ ○ ○ ○

31 城山 2 3 ○ ○ ○ ○ ⑩ ○ ○ ○ ○ ⑮

32 託麻原 14 7 ○ ○ ○ ㉕ ○ ○ ○ ○ ㉚ ○ ○ ○ ○ ㉟ ○ ○

33 秋津 4 4 ○ ⑩ ○ ○ ○ ○ ⑮ ○ 〇 ○ ○ ⑳

34 松尾東 3 0

35 松尾西 2 3 ○ ○ ○ ○ ⑩ ○

36 松尾北 5 3 ○

37 泉ヶ丘 10 5 ○ ○ ○ ○ ⑳

38 小島 5 6 ○ ○ ○ ○ ○ ⑤ ○ ○ ⑳ ○ ○

39 龍田 5 2 ○ ○ ⑩ ○ ○ ○ ○ ⑮ ○ ○ ○ ○ ⑳ ○ ○ ○ ○

40 帯山 7 6 ○ ⑮ ○ ○ ○ ○ ⑳ ○ ○ ○ ○ ㉕ ○ ○ ○ ○ ㉚ ○

41 中島 3 3 ○ ○ ○ ⑩

42 白山 7 4 ○ ○ ○ ⑮ ○ ○ ○ ○

43 若葉 6 0 ○ ○ ○ ⑩

44 城北 6 3 ⑩ ○ ○

45 尾ノ上 6 2 ○ ⑩ ○ ○ ○ ○ ⑮ ○ ○ ○ ○ ⑳ ○

46 西原 5 9 ⑮ ○ ○ ○ ○ ⑳ ○ ○ ○ ○ ㉕ ○ ○ ○ 〇 ㉚ ○ ○

47 高平台 3 6 ⑩ ○ ○ ○ ○ ⑮ 〇 〇

※小島小学校は平成２９年度より松尾東小学校・松尾西小学校・松尾北小学校のそれまでの出品の分も合算している。

○・・・県展出品 ⑤・・・5年表彰 ⑩・・・10年表彰 ⑮・・・１５年表彰 ⑳・・・２０年表彰 等
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学校
番号

学校名 昭和の
入賞計

平成元年
～15年入
賞計

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

48 楠 4 6 ○ ○ ○ ○ ⑮ ○ ○ ○

49 託麻東 9 5 ⑮ ○ ○ ○ ○ ⑳ ○ ○ ○ ○

50 託麻西 8 7 ○ ○ ○ ○ ⑳ ○ ○

51 託麻北 6 6 ○ ○ ⑮ ○ ○ ○ ○ ⑳

52 桜木 2 6 ○ ⑩ ○ ○ ○ ○

53 東町 5 2 ○ ○ ⑩ ○ ○ ○ ○ ⑮

54 麻生田 2 1 ○ ⑤ ○ ○ ○

55 武蔵 0 1 ○ ○ ○ ⑤ ○ ○ ○ ○ ⑩

56 帯山西 1 8 ⑩ ○ ○ ○ ○ ⑮ ○ ○ ○ ○ ⑳ ○ ○ ○ ○ ㉕ ○ ○ ○

57 月出 6 3 ⑩ ○ ○ ○

58 出水南 0 10 ○ ○ ○ ○ ⑮ ○ ○ ○ ○ ⑳ ○ ○ ○ ○ ㉕ ○ ○

59 健軍東 3 4 ○ ○ ⑩ ○ ○ ○ ○

60 城南 2 4 ○

61 田迎南 0 2

62 弓削 0 3 ○ ⑤ ○

63 託麻南 0 6 ○ ○ ○ ⑩ ○

64 山ノ内 0 3 ○ ⑤ ○ ○ ○ ○ ⑩ ○ ○ ○ ○ ⑮ ○ ○ ○ ○ ⑳ ○ ○ ○

65 楡木 2 5 ○ ○ ⑩ ○ ○ ○ ○ ⑮ ○

66 川上 26 4 ○ ○ ○ ○ ㉟ ○ ○ ○ ○ ㊵ ○ ○ ○

67 西里 15 5 ○ ○ ○ ○ ㉕ ○ ○ ○ ○

68 北部東 4 2 ○ ○ ○ ⑩ ○ ○ ○ ○ ⑮ ○

69 芳野 3 0 ○ ⑤ ○ ○ ○ ○

70 河内 30 2 ○ ○ ㉟ ○ ○ ○

71 飽田東 19 2 ○ ○ ○ ㉕ ○ ○

72 飽田南 5 1 ○ ○ ○

73 飽田西 19 1 ○ ○

74 中緑 9 0 ⑩ ○

75 銭塘 31 0 ○ ○ ○ ㉟ ○

76 奥古閑 19 5 ㉕ ○ ○

77 川口 21 2 ○ ㉕ ○

78 長嶺 0 5 ○ ○

79 日吉東 0 0 ○ ○ ○ ○ ⑤

80 桜木東 0 1 ○ ○

81 富合 19 9 ○ ㉚ ○ ○ ○ ○ ㉟ ○

82 杉上 16 4 ○ ○ ○ ○ ㉕ ○

83 隈庄 12 7 ⑳ ○ ○ ○ ○ ㉕ ○ ○ ○ ○ ㉚ ○ ○

84 豊田 10 4 ⑮ ○ ○ ○ ○ ⑳ ○

85 植木 16 5 ○ ○ ○ ㉕ ○

86 山本 6 3

87 田原 8 0 ○ ⑩ ○ ○ ○ ○ ⑮ ○

88 菱形 0 2 ○ ○ ⑤ ○ ○ ○ ○

89 桜井 1 3 ⑤ ○ ○ ○

90 山東 1 1 ○ ○ ⑤ ○ ○

91 吉松 7 1 ○ ⑩ ○ ○

92 田底 6 8 ⑮ ○ ○ ○ ○ ⑳

93 田迎西 0 0 ○ ○ ○ ○ ⑤

94 力合西 0 0 ○ ○ ○ ○ ⑤ ○ ○

95 龍田西 0 0 ○

○・・・県展出品 ⑤・・・5年表彰 ⑩・・・10年表彰 ⑮・・・１５年表彰 ⑳・・・２０年表彰 等
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（２）中学校
学校
番号

学校名 昭和の
入賞計

平成元年
～15年入
賞計

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

1 出水 20 11 ○ ○ ○ ㉟ ○ ○ ○

2 白川 11 6 ○ ○ ⑳ ○ ○ ○ ○ ㉕ ○ ○

3 藤園 7 1

4 花陵 15 0 ○ ○ ○

5 城南 8 2 ○

6 京陵 11 5 ○ ○

7 西山 9 8 ○ ○ ⑳ ○ ○

8 江南 4 3

9 江原 12 2 ⑮

10 竜南 17 2 ⑳ ○ ○ ○ ○ ㉕ ○ ○ ○

11 桜山 12 1 ○ ⑮ ○ ○

12 湖東 6 9 ○ ○ ○ ○ ⑳ ○ ○ ○ ○

13 託麻 5 2 ○ ○ ⑩ ○ ○ ○ ○ ⑮ ○ ○ ○

14 三和 3 1 ⑤ ○ ○ ○

15 城西 11 0 ○

16 帯山 12 6 ○ ⑳

17 東野 7 1 ○ ⑩ ○ ○

18 錦ヶ丘 11 5 ○ ○

19 二岡 4 6

20 東部 16 0 ○

21 楠 0 1 ○ ○ ○

22 西原 5 8 ○ ⑮ ○ ○ ○ ○ ⑳ ○ ○

23 武蔵 0 9 ⑩ ○ ○

24 東町 6 5 ○ ○

25 出水南 3 13 ○ ○ ○ ⑳ ○

26 清水 0 1 ○ ○ ○ ⑤ ○ ○

27 井芹 0 0

28 北部 24 2 ○ ○ ○ ㉚ ○ ○ ○ ○ ㉟

29 芳野 3 2 ○ ○ ○ ○

30 河内 12 0 ○ ○

31 飽田 20 1 ○ ○

32 天明 23 2

33 長嶺 0 11 ○ ○ ○ ⑮ ○ ○ ○ ○ ⑳ ○

34 力合 0 0 ○ ○ ○ ○

35 龍田 0 2 ○ ○ ⑤ ○ ○ ○ ○

36 日吉 0 2

37 桜木 0 1 ○ ○ ○ ⑤ ○ ○ ○

38 富合 5 4 ⑩ ○ ○ ○

39 下益城城南 38 10 ○ ㊿ ○ ○ ○ ○ 55

40 鹿南 10 2 ○ ○ ⑮

41 五霊 8 6 ⑮ ○ ○ ○ ○ ⑳ ○

42 植木北 10 8 ○ ⑳ ○ ○ ○ ○ ㉕ ○ ○

○・・・県展出品 ⑤・・・5年表彰 ⑩・・・10年表彰 ⑮・・・１５年表彰 ⑳・・・２０年表彰 等
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（３） 県科学研究物展示会・学校表彰の記録 
 
 ○ 平成16年度  

五 福 小  （25年） 
   竜 南 中  （20年） 
   春 竹 小  （15年） 
   西 原 小  （15年） 
   託麻東小   (15年） 
   城 北 小   (10年） 
   三 和 中  （５年） 
 
 ○ 平成17年度  
   西 原 中  （15年） 
   画 図 小  （10年） 
   尾ノ上小  （10年） 
   帯山西小  （10年） 
   大 江 小   (10年） 
   山ノ内小  （５年） 
   芳 野 小  （５年） 
 
○  平成18年度  
力 合 小  （10年） 

   楡 木 小  （10年） 
 
○ 平成19年度  

   清 水 小  （20年） 
   帯 山 中  （20年） 
   帯 山 小  （15年） 
   武 蔵 中  （10年） 
 
○ 平成20年度  
   日 吉 小  （25年） 
   花 園 小  （15年） 
   長 嶺 中  （15年） 
   城 東 小  （10年） 
   松尾西小  （10年） 
   高平台小  （10年） 
   武 蔵 小  （５年） 
 
○ 平成21年度  
出 水 小  （20年） 
西 原 小  （20年） 

   湖 東 中  （20年） 
   出水南小  （15年） 
   龍 田 小  （10年） 
   中 緑 小  （10年） 
   託 麻 中  （10年） 
   麻生田小  （５年） 
   清 水 中  （５年） 
   龍 田 中  （５年） 
 
○ 平成22年度  
北 部 中  （30年） 

   託麻原小  （25年） 
   植 木 小  （25年） 
   山ノ内小  （10年） 
   小 島 小  （５年） 
 

 
○ 平成23年度  
帯山西小  （15年） 

   健軍東小  （10年） 
 
○ 平成24年度  
白 川 小  （20年） 

   黒 髪 小  （20年） 
古 町 小  （20年） 
池 田 小  （15年） 
砂 取 小  （20年） 

   秋 津 小  （10年） 
帯 山 小  （20年） 
弓 削 小  （５年） 
山 東 小  （５年） 
白 川 中  （20年） 

   西 山 中  （20年） 
東 野 中  （10年） 
桜 木 中  （５年） 
植木北中  （25年） 

  
○ 平成25年度  
壺 川 小  （10年） 

  田 迎 小  （10年） 
尾ノ上小  （15年） 
月 出 小  （10年） 

   長 嶺 中  （20年） 
富 合 中  （10年） 

 
○ 平成26年度  
龍 田 小  （15年） 

   桜 木 小  （10年） 
   西 里 小  （25年） 
   奥古閑小  （25年） 
   桜 山 中  （15年） 
 
○ 平成27年度 
五 福 小  (30年) 
健 軍 小  (15年) 
清 水 小  (25年) 
白 山 小  (15年) 
西 原 小  (25年) 
山ノ内小  (15年) 
飽田東小  (25年) 
川 口 小  (25年) 
田 原 小  (10年) 
出 水 中  (35年) 
西 原 中  (20年) 
鹿 南 中  (15年) 

 
○ 平成28年度 
託麻原小  （30年） 
託麻北小  （15年） 
東 町 小  （10年） 
川 上 小  （35年） 
河 内 小  （35年） 
菱 形 小  （５年） 

 

 
○ 平成29年度 

  出 水 小  （25年） 
  池 上 小  （10年） 
  帯山西小  （20年） 
  出水南小  （20年） 
  北部東小  （10年） 
  江 原 中  （15年） 
  出水南中  （20年） 
  五 霊 中  （20年） 

 
○ 平成30年度 

  大 江 小   (15年) 
  城 山 小   (10年) 
  高平台小   (15年) 
  楠  小   (15年) 
  託麻東小   (20年) 
  武 蔵 小   (10年) 
  隅 庄 小   (25年) 
  豊 田 小   (20年) 
  白 川 中   (25年) 
 
○ 令和元年度 

  花 園 小 （20年） 
  砂 取 小 （25年） 
  秋 津 小 （15年） 
  帯 山 小 （25年） 
  尾 上 小 （20年） 
  下城南中 （55年） 
 
○ 令和２年度 

  一 新 小  （20年） 
  川 尻 小 （20年） 
  高 橋 小 （５年） 
  杉 上 小 （25年） 
  託 麻 中 （15年） 
 
〇 令和３年度 

  白 川 小  （25年） 
  健 軍 小  （20年） 
  力 合 小  （15年） 
  龍 田 小  （20年） 
  託麻西小  （20年） 
  山ノ内小  （20年） 
  田 原 小  （15年） 
  竜 南 中  （25年） 
 
〇 令和４年度 
出 水 小  （30年） 
清 水 小  （30年） 

  帯山西小  （25年） 
  出水南小  （25年） 
  川 上 小  （40年） 
  北部東小  （15年） 
  富 合 小  （35年） 
  田 底 小  （20年） 
  力合西小  （15年） 

 
〇 令和５年度 

  日 吉 小 （30年） 
  託麻原小 （35年） 
  小 島 小 （20年） 
  西 原 小 （30年） 
  託麻南小 （10年） 

楡 木 小 （15年） 
  隈 庄 小 （30年） 
  吉 松 小 （10年） 
 

〇 令和６年度 
  五 福 小 （35年） 
  大 江 小   (20年) 
  画 図 小   (15年) 
   田 迎 小   (15年) 
  帯 山 小 （30年） 
  若 葉 小   (10年) 
  銭 塘 小   (35年) 
  日吉東小  (５年) 
 

〇 令和７年度 
  慶 徳 小   (15年) 
   黒 髪 小   (25年) 
  白 坪 小 （10年） 
  砂 取 小   (30年) 
  御 幸 小   (10年) 
  城 山 小  (15年) 

秋 津 小 （20年） 
  泉ヶ丘小   (20年) 
  中 島 小   (10年) 
  託麻北小 （20年） 
  東 町 小   (15年) 

田迎西小  (５年) 
北 部 中  (35年) 
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       熊本市立西原小学校 ６年 山下 さくら さん 

       熊本市立竜南中学校 ２年 内田 凜果  さん 
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